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▲11月12日、千早小学校で救急蘇生訓練（９ページに関連記事）

主
　
な
　
内
　
容



小
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
14

年
10
月
９
日
付
で
、
小
学
校
問
題
審
議
会
か

ら
、「
新
設
１
校
に
統
合
し
て
一
定
の
規
模

（
児
童
数
）
を
確
保
し
、
１
学
年
２
学
級
に

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
の
答
申
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
15
年
度
に
策
定
し
た
第
２

次
財
政
健
全
化
方
策
で
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
を
踏
ま
え
「
小
学
校
の
新
設
１
校
統
合
に

つ
い
て
、
平
成
19
年
度
ま
で
凍
結
す
る
」
と

の
方
針
を
決
め
、
抜
本
的
な
教
育
環
境
の
整

備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
本
村
に
お
い
て
も
少
子
化
の
進
行

は
止
ま
ら
ず
、
小
学
校
児
童
数
が
年
々
減
少

し
て
い
る
状
況
で
す
。
特
に
平
成
15
・
16
年

の
出
生
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
30
人
、
29
人
と
な

っ
て
お
り
、
数
年
後
の
村
全
体
の
児
童
が
激

減
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す（
下
表
参
照
）。

教
育
委
員
会
と
し
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
、

学
校
本
来
の
目
的
で
あ
る
集
団
生
活
の
中
か

ら
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、豊
か
な
心
を
養
い
、

学
力
を
つ
け
、
個
性
を
伸
ば
し
、
生
き
る
力

を
育
成
す
る
と
い
う
教
育
活
動
が
難
し
い
状

況
に
な
る
と
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
　
状

ご
意
見
を
く
だ
さ
い

小
学
校
に
お
け
る
教
育
環
境
に
つ
い
て

７
月
に
開
催
し
た
校
区
別
の
懇
談
会
で

は
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

教
育
委
員
会
と
し
て
今
後
の
小
学
校
の
教

育
環
境
に
つ
い
て
は
、
総
合
的
に
判
断
し
て

い
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
さ
ら
に
広
く
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
小
学
校
に
お
け
る
教

育
環
境
に
つ
い
て
」
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ご
理
解
の
う
え
、
多
数
お
寄
せ
い
た
だ
く
よ

う
、
お
願
い
し
ま
す
。

■
提
出
方
法

「
郵
送
（
ハ
ガ
キ
、
手
紙
）」、「
Ｆ
Ａ
Ｘ
」、

「
電
子
メ
ー
ル
」
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
住

所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
郵
送
（
ハ
ガ
キ
、
手
紙
）
の
場
合

〒
５
８
５
―
０
０
４
１

千
早
赤
阪
村
大
字
水
分
２
６
３

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
　
宛

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

5
&2
１
４
０
０

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
　
宛

○
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

chiakaky@
educet.plala.or.jp

■
募
集
期
間

12
月
１
日（
木
）〜
平
成
18
年
１
月
16
日

（
月
）

■
ご
意
見
の
取
り
扱
い

○
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見

を
考
慮
し
、今
後
の
方
針
を
決
定
し
ま
す
。

○
個
人
情
報
は
、
公
開
し
な
い
こ
と
は
も
と

よ
り
、
目
的
以
外
の
用
途
に
は
使
用
し
ま

せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
学
校
教
育
課

2

学校名 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計
Ｈ16 ４ ３ ７ ２ ７ ７ ３０
Ｈ17 ３ ３ １ ５ ２ ６ ２０
Ｈ18 １ ３ ３ １ ５ ２ １５

多聞小 Ｈ19 ５ １ ３ ３ １ ５ １８
Ｈ20 ０ ５ １ ３ ３ １ １３
Ｈ21 ４ ０ ５ １ ３ ３ １６
Ｈ22 ０ ４ ０ ５ １ ３ １３
Ｈ16 ８ 10 ８ 10 15 16 ６７
Ｈ17 10 ８ 11 ８ 10 15 ６２
Ｈ18 ７ 10 ８ 11 ８ 10 ５４

千早小 Ｈ19 ７ ７ 10 ８ 11 ８ ５１
Ｈ20 11 ７ ７ 10 ８ 11 ５４
Ｈ21 ６ 11 ７ ７ 10 ８ ４４
Ｈ22 ６ ６ 11 ７ ７ 10 ４７
Ｈ16 22 11 14 22 12 16 ９７
Ｈ17 10 22 10 14 20 11 ８７
Ｈ18 12 10 22 10 14 20 ８８

小吹台小 Ｈ19 ８ 12 10 22 10 14 ７６
Ｈ20 12 ８ 12 10 22 10 ７４
Ｈ21 ９ 12 ８ 12 10 22 ７３
Ｈ22 ８ ９ 12 ８ 12 10 ５９
Ｈ16 21 24 19 17 20 17 １１８
Ｈ17 24 22 28 22 22 23 １４１
Ｈ18 25 24 22 28 22 22 １４３

赤阪小 Ｈ19 25 25 24 22 28 22 １４６
Ｈ20 14 25 25 24 22 28 １３８
Ｈ21 19 14 25 25 24 22 １２９
Ｈ22 22 19 14 25 25 24 １２９

■４小学校における学年別児童数の予想　　　　　　　　　（単位：人）

▲小学校での授業の様子

※平成16年は５月１日、平成17年は10月１日現在の児童数です。
※１学級の定員は、１，２年生では38人、３～６年生では40人です。



12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１
週

間
は
世
界
人
権
宣
言
を
記
念
す
る

「
人
権
週
間
」
で
す
。
こ
の
週
間
を

中
心
と
し
て
人
権
意
識
を
高
め
る
た

め
の
行
事
が
世
界
各
地
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

さ
て
、
こ
の
世
界
人
権
宣
言
が
採

択
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
第
二
次
世
界

大
戦
中
に
お
い
て
人
権
の
軽
視
や
侵

害
に
よ
り
野
蛮
な
行
為
が
繰
り
返
さ

れ
、
兵
士
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
一

般
市
民
が
戦
争
の
巻
き
添
え
に
な

り
、
世
界
で
約
５，

５
０
０
万
人
の

尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
強

い
反
省
に
立
っ
て
、
１
９
４
５
年
に

国
際
的
な
枠
組
み
の
中
で
設
立
さ
れ

た
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
、「
自

由
、
正
義
及
び
平
和
を
築
く
た
め
に

は
、
す
べ
て
の
人
々
、
す
べ
て
の

国
々
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準
」

と
し
て
こ
の
宣
言
が
生
れ
、
こ
の
宣

言
の
思
想
は
そ
の
後
の
人
権
に
関
す

る
条
約
・
法
律
な
ど
す
べ
て
に
お
い

て
基
本
的
な
原
則
と
し
て
活
か
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、「
世
界
人
権
宣
言
」
が

１
９
４
８
年
12
月
10
日
の
第
３
回
国

際
連
合
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
て

か
ら
57
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
間
、
我
が
国
に
お
い
て
も
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
人
権
尊
重
の
思

想
が
広
く
す
べ
て
の
人
々
に
定
着
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
今
な

お
女
性
に
対
す
る
差
別
、
在
日
外
国

人
に
対
す
る
差
別
、
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
に
対
す
る
偏
見

や
差
別
、
部
落
差
別
、
児
童
に
対
す

る
虐
待
な
ど
基
本
的
人
権
を
無
視
し

た
人
権
侵
害
事
象
な
ど
が
後
を
絶
た

な
い
と
い
う
深
刻
な
状
況
が
あ
り
ま

す
。ま

た
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
を
巧
妙
に
利
用
し
た
差
別
書
き

込
み
な
ど
新
た
な
差
別
が
増
え
つ
つ

あ
り
ま
す
。

人
権
問
題
の
解
決
は
国
民
一
人
ひ

と
り
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と

い
う
認
識
に
立
ち
、
身
近
な
生
活
の

中
で
、
差
別
や
偏
見
を
見
逃
さ
ず
許

さ
な
い
し
っ
か
り
と
し
た
人
権
意
識

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
人
権
週
間
を
機
に
、
今
一
度

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

従
業
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る

事
業
主
は
、
労
災
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〝
働
く
あ
な
た
と

家
族
を
守
る
労
災
保
険
〞

平
成
17
年
11
月
１
日
か
ら
、
労
災

保
険
未
加
入
の
事
業
主
に
対
す
る
費

用
徴
収
制
度
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
事
業
主
が
労
災
保
険

の
加
入
手
続
き
を
怠
っ
て
い
た
期
間

中
に
労
災
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

遡
っ
て
保
険
料
を
徴
収
す
る
ほ
か

に
、
労
災
保
険
か
ら
給
付
を
受
け
た

金
額
の
100
％
ま
た
は
40
％
を
事
業
主

か
ら
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
羽
曳
野
労
働
基
準
監
督
署

1
０
７
２
９
%6
７
１
６
１

¡
河
内
長
野
公
共
職
業
安
定
所

1
%3
３
０
８
１

12
月
31
日
現
在
で
、
工
業
統
計
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
工
場
の
分
布
状
況

や
出
荷
の
様
子
な
ど
の
製
造
業
活
動

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
実
施
さ
れ
る
も
の
で
製
造
業

お
よ
び
加
工
業
を
営
む
事
業
所
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

は
、
国
や
大
阪
府
、
村
が
製
造
業
な

ど
の
施
策
を
定
め
る
資
料
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
す
。

調
査
の
方
法
は
、
府
知
事
か
ら
任

命
さ
れ
た
調
査
員
が
、
１
月
初
旬
こ

ろ
に
各
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、

調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
記
入
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
法
律
で
秘
密
厳
守
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

不
利
益
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
秘
書
政
策
課

年
始
の
１
月
４
日
〜
６
日
は
、
免

許
の
更
新
な
ど
で
来
場
さ
れ
る
人
が

多
く
、駐
車
場
が
満
車
状
態
と
な
り
、

入
場
ま
で
に
相
当
の
時
間
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
来
場
は
、
電
車
・
バ
ス
な

ど
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
く
だ
さ

い
。

受
付年

末
は
12
月
28
日（
水
）ま
で
、

年
始
は
１
月
４
日（
水
）か
ら

（
た
だ
し
、
祝
日
、
振
替
休
日
を

除
く
。）

更
新
受
付
時
間

（
即
日
交
付
）
午
前
８
時
45
分
〜

午
後
２
時
30
分

（
後
日
交
付
）
午
後
２
時
30
分
〜

最
寄
り
駅

泉
北
高
速
鉄
道
「
光
明
池
駅
」
か

ら
徒
歩
５
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場

1
０
７
２
５
%6
１
８
８
１

共
同
募
金

「
地
域
の
福
祉
、
み
ん
な
で
参
加
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
実
施
し
ま
し
た

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
、
皆
さ
ん
の

温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

募
金
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

戸
別
募
金
　
８
５
１，
８
６
５
円

学
校
募
金
　
　
３
０，
３
１
７
円

バ
ッ
ジ
　
　
１
１
１，
０
０
０
円

募
金
箱
　
　
　

６，
２
８
１
円

献
　
血

愛
の
献
血
（
11
月
14
日
実
施
）
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

受
付
数

41
人

次
回
は
平
成
18
年
３
月
20
日（
月
）

の
予
定
で
す
。

歳
末
助
け
合
い
募
金

12
月
１
日
か
ら
20
日
ま
で
「
み
ん

な
で
さ
さ
え
あ
う
、
あ
っ
た
か
い
地

域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
が
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
善
意
を
お
願
い

し
ま
す
。

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
杉
村
　
忍
（
小
吹
68
―
７
５
３
）

５
０，

０
０
０
円

福
祉
事
業
に

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

3

世
界
人
権
宣
言

労
災
保
険
に
未
加
入
の
事
業
所

に
費
用
徴
収
制
度
が
強
化

平
成
17
年
工
業
統
計

調
査
に
ご
協
力
を

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場

へ
は
公
共
交
通
機
関
で

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ
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けんこうのページ�けんこうのページ�けんこうのページ�〈問い合わせ〉健康福祉課
保健センター　1&20069

秋期の胃・大腸がん検診につきましてはキャンセル待ち
の人が非常に多かったため、検診日を１日増やし、予約を
受け付けています。

最終日 12月21日（水）
開始日　平成18年１月４日（水）から
なお、保健所での犬の引き取りは、やむを得ない事情が

ある場合のみ行っています。飼えなくなったときは、まず
新しい飼い主を探す努力をしてください。
〈問い合わせ〉富田林保健所　1@32681

日時 平成17年12月13日（火）午後１時30分～３時30分
場所　ノバティ長野南館　３階　多目的ホール
内容 「みんなで歌おう

～キーボード演奏による音楽療法～」
講師　キーボード奏者　西村　有香子　
※対象は、特定疾患医療受給者証および登録者証をお持ち
の人です。

〈申し込み・問い合わせ〉

富田林保健所　1@32681 5@47940

胃 ・ 大 腸 が ん

月　　日 12月14日（水）

受　　付 午前９時～11時15分

対　　象
受診日現在、40歳以上の人
※39歳以下の人は受診できません

受診できる回数 年１回

定　　員 各50人

内　　容
胃－問診・Ｘ線間接撮影
大腸－問診・便潜血検査

受 診 料 胃－400円・大腸－100円

胃 ・ 大 腸 が ん 検 診
～追加実施のお知らせ～

場　所　保健センター
※負担していただく受診料は検査料金の1割程度です。当
日受付で支払ってください。
（生活保護世帯の人は受診料が免除されます。福祉係へ
事前に申し出てください。）

※定員になり次第締め切ります。予約をされた人には受診
票と詳しい案内を送ります。
※介助の必要な人は相談ください。
※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られな
い場合は必ず相談ください。
※くすのき号は廃止になりましたのでご了承ください。
〈予約・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）1&20069

年末年始における犬の引き取り業務について

特定疾患患者・家族交流会の案内

※ＢＣＧ、三種混合（１期）、麻しん・風しんの予防接種
は、医療機関で実施する個別接種です。
※日本脳炎（１・２期）の予防接種は、厚生労働省の勧告
を受け、現在接種を見合わせています。
※小学校６年生を対象としたジフテリア・破傷風の予防接
種は、村立小学校での集団接種です。私学に通学してい
る人は、至急保健センターまで連絡ください。
※予防接種を受ける際の相談やお困りのことなどがあれば
保健センター（1&20069）に連絡ください。

受付 午後１時30分～３時　　場所 保健センター

予　防　接　種

種　類 月　日 対　象 備　考

生後●●●
ポ　リ　オ 12月21日（水）３カ月以上

90カ月未満

¡母子手帳、予診票持参。
¡下痢の人は受けられま
せん。

¡平熱が37℃以上の人は
接種前１週間分の体温
を記録して持参。

健康診査＆相談など

な か よ し 広 場 12月13日（火）午前10時 ０歳～幼稚園入
（親と子の交流会）12月21日（水）～11時30分 園前の乳幼児と１月10日（火） 保護者
あかちゃん広場 12月21日（水）午前10時 ０～１歳ごろま
（交流会･遊び･相談） ～11時30分 での乳幼児
離乳食講習会 12月21日（水）午前10時 １歳ごろまでの

（あかちゃん広場に併設） ～11時45分 乳児の家族
保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 12月13日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

午後 食事療法が必要
個別健康栄養相談 12月16日（金）１時30分～ な人、健康のた

（要予約） め食生活を改善したい人
１歳６か月児健康診査 午後１時 平成16年４月

～１時10分 ～６月生
３歳６か月児健康診査

１月11日（水）
午後１時45分 平成14年４月
～１時55分 ～６月生

健康・育児・介保健師による
12月９日（金）

護など相談を希健 康 相 談 12月14日（水） 望する人

午前９時30分
子どもに関する 12月19日（月） ～正午
悩 み 相 談

種　　　類 月　日 受　付 対　　象健
康
福
祉
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
1
&2
０
０
６
９

い
き
い
き
サ
ロ
ン

く
す
の
き

午前
９時30分
～11時30分
午後
１時30分
～３時30分

子どもやその家族
で悩み（子どもの
発達、しつけ、不
登校、非行など）
のある人

（場所：保健セン
ター１階相談室）

富
田
林
子
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー

1
@5
１
１
３
１

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

第１・３ 午前
一 般 健 康 相 談 水曜日 ９時30分 有料・予約制

～10時30分
午前

こころの健康相談（月）～（金）９時30分 予約制
～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談（月）～（金）９時30分 電話相談も可
～午後５時

血　液　検　査
エイズ・梅毒 第１・３ 午後１時

クラミジア 水曜日 ～２時

午前血　液　検　査 第１・３
９時30分～ 有料・予約制［肝炎ウイルス］ 水曜日
10時30分

療　育　相　談 12月９日（金）
（フォレスト三日市）午後

12月16日（金）１時30分～ 予約制

（富田林保健所）
３時

¡飲用水・井戸水検査 毎週月曜日 午前
¡腸内細菌検査 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり

身体に障害のある
児（18歳未満）の
医療・生活相談〔 〕

］［

や
ま
ゆ
り

（月曜日が祝日
の時は翌日）
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施設・業務名 問い合わせ 12月29日 30日 31日 １月１日 2日 3日 4日 5日
電話番号 （木） （金） （土） （日） （月） （火） （水） （木）

村役場 &2 0081 ○ ○

小吹台連絡所 &2 7600 ○ ○

教育委員会事務局 &2 1300 ○ ○

保健センター &2 0069 ○ ○

村診療所（午前） &2 0038 ○ ○

村診療所（夜間診療） &2 0038

千早診療所 &4 0240

上下水道課 &2 0081 ○ 注 1 ○

Ｂ＆Ｇ海洋センタ－注 2 &2 7138

くすのきホ－ル &2 1300

くすのきホ－ル図書室 &2 1300

村立郷土資料館 &2 1588

金剛山ロープウェイ &4 0128 ○ ○ ○ 注３ 注４ ○ ○

香楠荘 &4 0321 ○ ○ ○ 注５ ○ ○ ○ ○

臨時ごみ持ち込み 役場住民課 ○ ○

し尿臨時くみ取り 役場住民課 ○ ○

定期ごみ収集 役場住民課 ○ 注６ 粗大ごみ ○

注１：引っ越しなどで開閉栓が必要な場合、午前中に上下水道課まで連絡してください。
宅内の修繕業務は、村指定給水装置工事事業者へ依頼してください。
公共マスより、本管側（道路側）の排水設備修繕業務は上下水道課まで連絡してください。

注２：12月28日（水）、施設貸し出しは午後５時まで。
注３：午前５時から早朝営業します。初日の出を金剛山でどうぞ！ログハウス前でロープウェイ利用者にお楽しみ抽選会と

先着1,000人に「ぜんざい」プレゼント！
注４：午前９時から午後５時まで、15分間隔で運行します。
注５：早朝５時よりログハウス前で先着200人に「ふるまい酒」！
注６：1月３日（火）は燃えるごみの収集はありません。

¡急患は富田林市立休日診療所（1@81333）を利用ください。
受付時間　午前10時～11時30分、午後１時～４時30分

¡小児救急は夜８時～翌朝８時まで実施。富田林市消防署1@51122

年末年始の業務案内
（○印は平常業務）

の
位
置
に
座
し
た
の
は
、
後
醍
醐
天

皇
が
楠
木
正
成
に
命
じ
た
か
ら
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
殿
の
建
築
構
造
は
水
分

式
建
築
と
呼
ば
れ
る
精
緻
な
も
の

で
、
昭
和
25
年
に
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Vol.16

今
回
は
、「
建
水
分
神
社
」
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

建
水
分
神
社
は
、「
た
け
み
く
ま

り
じ
ん
じ
ゃ
」
と
な
か
な
か
難
し
い

読
み
方
を
し
ま
す
。
古
来
、
当
社
は

上
水
分
宮
、
喜
志
の
美
具
久
留

み

ぐ

く

る

御
魂
み
た
ま

神
社
じ
ん
じ
ゃ

は
下
水
分
宮
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
中
殿
に
天
御
あ
め
の
み

中な
か

主
命

ぬ
し
の
か
み、

左
殿

に
天
水
分
神

あ
め
の
み
く
ま
り
の
か
み・
罔
象
み
つ
は
の

女
神
め
の
か
み

、
右
殿
に

国
水
分
神

く
に
の
み
く
ま
り
の
か
み・

瀬
織
津
媛
神

せ
お
り
つ
ひ
め
の
か
み

を
祀
っ
て
い

ま
す
。

起
源
は
古

く
、
崇
神
天

皇
５
年
、
諸

国
が
飢
え
た

時
に
、
池
や

溝
を
つ
く
っ

て
農
業
を
勧

め
た
際
、
金

剛
山
麓
に
水

の
神
を
祀
っ

た
こ
と
に
は

じ
ま
る
と
伝

え
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、

神
殿
・
拝
殿

な
ど
が
現
在

▲建水分神社への参道

▲建水分神社
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■
消
費
者
契
約
法
の
ポ
イ
ン
ト

こ
ん
な
場
合
は
契
約
を
取
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

¡
販
売
時
の
説
明
が
う
そ
だ
っ
た
。

¡
「
絶
対
に
儲
か
る
」
な
ど
と
不
確
実
な
こ
と
を
断
定
的
に
説
明
さ

れ
た
。

¡
店
や
事
務
所
な
ど
に
閉
じ
込
め
て
、無
理
に
契
約
を
結
ば
さ
れ
た
。

■
み
ん
な
を
狙
う
悪
質
商
法

自
宅
や
路
上
で
、
職
場
や
学
校
で
、
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、

あ
の
手
こ
の
手
を
使
っ
て
私
た
ち
を
狙
う
悪
質
商
法
。
だ
ま
さ
れ
な

い
た
め
に
も
、
そ
の
手
口
を
知
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

○
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

★
見
知
ら
ぬ
人
の
親
し
げ
接
近
に
要
注
意
！
う
ま
い
話
は
こ
の
世
に

な
い

★
あ
い
ま
い
な
返
事
は
し
な
い
で
、
必
要
が
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
る

★
預
貯
金
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
明
か
さ
な
い
！
契
約
は
慎
重
に

★
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
や
消
費
者
契
約
法
を
知
っ
て
お
く

★
家
族
や
身
近
な
人
、
消
費
者
相
談
室
に
早
く
相
談
す
る

○
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

訪
問
販
売
な
ど
で
い
っ
た
ん
契
約
し
た
場
合
で
も
、
一
定
期
間
（
訪

問
販
売
で
は
８
日
間
）内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
解
約
で
き
る
制
度
で
す
。

消
費
者
が
不
意
の
訪
問
や
路
上
で
呼
び
止
め
ら
れ
た
り
、
い
き
な

り
電
話
で
勧
誘
さ
れ
た
り
な
ど
、
不
意
打
ち
的
で
熟
慮
で
き
な
か
っ

た
契
約
に
も
う
一
度
、
頭
を
冷
や
し
て
考
え
る
機
会
を
与
え
る
趣
旨

で
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
消
費
者
相
談

悪
質
商
法
に
関
す
る
相
談
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
の
相
談
は
大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

毎
週
月
曜
か
ら
金
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
行
っ

て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
1
06
（
６
９
４
５
）
０
９
９
９

◆
一
般
書

ハ
ル
と
ナ
ツ
　
　
　（
橋
田
壽
賀
子
）

風
の
盆
幻
想
　
　
　
　（
内
田
康
夫
）

憑
神
　
　
　
　
　
　
　（
浅
田
次
郎
）

悪
党
た
ち
は
千
里
を
走
る（
貫
井
徳
郎
）

凍
　
　
　
　
　
　
　（
沢
木
耕
太
郎
）

に
ぎ
や
か
な
天
地
（
上
・
下
）

（
宮
本
輝
）

野
ブ
タ
。を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス（
白
岩
玄
）

東
京
タ
ワ
ー
オ
カ
ン
と
ボ
ク
と
、
時
々
、

オ
ト
ン
　
（
リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー
）

残
虐
記
　
　
　
　
　
　（
桐
野
夏
生
）

県
庁
の
星
　
　
　
　
　
　（
桂
望
実
）

チ
ョ
ッ
ち
ゃ
ん
　
　
　
　（
石
井
宏
）

竹
内
玲
子
の
こ
れ
で
も
か

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
　
　
　（
竹
内
玲
子
）

小
さ
な
ち
ぎ
り
絵（
ブ
テ
ィ
ッ
ク
社
）

◆
児
童
書

ガ
ラ
ス
の
大
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

（
ロ
ア
ル
ド
・
ダ
ー
ル
）

あ
の
ね
、
サ
ン
タ
の
国
で
は
ね
…

（
黒
井
健
）

秘
密
の
と
び
ら
レ
ス
ト
ラ
ン

（
か
と
う
く
み
こ
）

【
お
は
な
し
会
】

日
時

12
月
７
日（
水
）

午
後
２
時
〜

場
所
　
こ
ご
せ
幼
稚
園

対
象
　
幼
児

唐
辛
子
干
し
て
帯
織
る
丹
後
か
な

一

尋

の

縄

に

て

括

る

乱

れ

萩

稲
刈
り
の
疲
れ
き
り
た
る
筆
使
ひ

爪
切
っ
て
秋
日
す
と
ん
と
落
ち
に
け
り

山
の
端
に
夕
日
か
ゝ
り
端
居
か
な

木
犀
の
香
の
奥
に
あ
る
尼
の
寺

赤

蕪

を

洗

ひ

し

石

の

滴

か

な

野

菊

晴

伏

目

に

並

び

六

地

蔵

阿
　
戸
　
敏
　
明

浦
　
　
　
千
恵
子

尾
　
浦
　
美
佐
子

奥
　
野
　
千
　
秋

尾
　
谷
　
文
　
子

貝
　
長
　
　
　
徹

彼
　
塚
　
富
久
子

彼
　
塚
　
正
　
子

俳

句

コ

ー

ナ

ー

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

―
事
故
を
呼
ぶ
　
そ
の
無
理
　
そ
の
酒
　
そ
の
速
度
―

―
し
っ
か
り
と
　
ル
ー
ル
守
っ
て
　
事
故
防
止
―

年
末
は
飲
酒
運
転
・
信
号
無
視
・
速
度
超
過
が
原
因
の
交
通
事
故
が
多
発
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
の
重
点

飲
酒
運
転
等
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
追
放

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

12／１
〜

12／31

皆
さ
ん
の
家
に
も
火
災
警
報
器
が
必
要
と
な
り
ま
す

消
防
法
な
ど
の
改
正
に
よ
り
、

新
築
は
平
成
18
年
６
月
１
日
か

ら
、
ま
た
、
既
存
住
宅
は
猶
予
期

間
を
置
い
た
平
成
23
年
６
月
１
日

ま
で
に
、
す
べ
て
の
住
宅
の
寝
室

や
寝
室
の
あ
る
階
の
階
段
な
ど
に

火
災
警
報
器
の
取
り
付
け
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
設
置
に
際
し
て
の
注
意
点
】

¡
警
報
器
は
、
火
災
を
自
動
的
に

検
知
し
、
音
な
ど
で
知
ら
せ
て
く

れ
る
機
械
で
す
。

¡
国
の
規
格
に
適
合
し
な
い
安
価

な
外
国
製
品
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
（
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
の
張
っ
て
い
る

も
の
は
、
規
格
に
適
合
し
て
い
ま

す
の
で
、目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
）。

¡
値
段
は
、
単
独
型
で
１
個
５，

０
０
０
円
程
度
で
す
。

¡
高
額
な
料
金
、
設
置
料
を
請
求

し
た
り
、
消
防
署
か
ら
の
指
導

を
装
っ
た
悪
質
な
訪
問
販
売
に

は
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

¡
訪
問
販
売
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
（
契
約
し
た
内
容
を
、
無
条

件
で
解
約
す
る
こ
と
）
の
対
象

で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

あとで泣かないため
に、慎重な契約を
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森屋 赤　阪 小百合さん
＜20歳　獅子座＞

近況は・・・

四天王寺国際仏教短期大学英語科で英語の勉
強をしています。
夢は・・・

今年の１月に語学研修でホームステイ（イギ
リス）していた家族にもう一度、会いに行くこ
とです。
最近、楽しいと思ったことは・・・

今年の11月に大学の友達と東京ディズニーラ
ンドに遊びに行ったことです。クリスマスのイ
ルミネーションがとてもきれいでした。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

自然がたくさんあって、落ち着くところが好
きです。これからもずっとこの自然を残してほ
しいと思います。
来月号は・・・

中学校の同級生の谷　真男君です。
谷君へメッセージを・・・

元気ですかぁ？また成人式で会いましょう☆

３歳のとき、お正月に
家族と道明寺天満宮に初
詣に行ったときです。

SayuriAkasaka

187

参加者募集中
「みんなのひろば」は村民の皆さんのページです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

わがやのホープ�わがやのホープ�わがやのホープ�わがやのホープ�

わが
やのホープわが
やのホープ

いつまでも姉妹仲良く、元気に育ってね。
父・英史さん、母・純子さん

まきの　ななみちゃん
（ 牧　　野　　　　七　　海 ）

平成13年７月17日生まれ

まきの　はづきちゃん
（ 牧　　野　　　　葉　　月 ）

平成17年８月20日生まれ

小吹台

いつまでも二人仲良く、誰からも愛される子に育ってね。
父・渡さん、母・忍さん

こばやし　みはるちゃん
（ 小　　林　　　　　海　　遥　）

平成14年２月27日生まれ

こばやし　ひろかちゃん
（ 小　　林　　　　　海　　翔　）

平成16年１月７日生まれ

小吹台
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「ワァー!!」と大声で

がんばりました

10月30日・11月６日、秋季軟式野球大
会が村民運動場で行われました。大会に
は９チームが参加し、熱戦が繰り広げら
れました。結果は次のとおりです。
優　勝 ブルームーン
準優勝 ソニックス

●秋季軟式野球大会●

秋風にふかれて

11月３日、青山高原ウォーク（体育
指導委員協議会主催）が行われ、31人
が参加しました。
途中、布引の滝を眺めながら昼食を

とり約２時間半の散策を楽しみまし
た。また帰りには榊原温泉ふれあいの
里湯の瀬で汗をながしました。

●青山高原ウォーク●

10月31日、千早小学校において富田林警察署の協
力を得て、不審者侵入を想定した対応および避難訓
練が実施されました。
不審者を装った警察署員が、刃物を持ち、小学校

の職員室に侵入。教頭先生が間合を取りながら対応
している間に、全校生徒を先生が非難させました。
その間に駆けつけた警察署員が実践さながら見事に
不審者を取り押さえ、児童たちも真剣な眼差しで訓
練に参加していました。
訓練終了後、警察署員から児童に対し、「見知らぬ

大人から声をかけられた際には、まず、ワァー!!と
大声を挙げることが大事。そのためには、日頃から
大きな声で返事やあいさつするように心がけてほし
い」と話されていました。

●不審者侵入への対応訓練●

「仕事の大切さ」を学ぶ
●福祉・労働体験学習●

▲お年寄と風船遊び

▲豆腐づくり体験中

11月17日、村中学校２年生の52人が、福祉・医療、教
育、製造など各分野で村内外の16事業所の協力を得て、
それぞれの現場で福祉・労働の体験学習をしました。
小吹台にある北診療所では、３人の中学生が、デイサ

ービスに来ているお年寄りといっしょにボール遊びや風
船で遊んだりしました。体験学習した中学生は「コミュ
ニケーションが難しい」、「でもお年寄りと遊ぶのは楽し
い」と話していました。
このほか、豆腐づくりの「まつまさ」や、保育士の手

伝いを「げんき保育園」などで体験学習しました。また、
村役場を希望した2人が体験学習している仲間を取材し、
広報紙の制作を体験しました。



9

むらの話題
あ　れ　こ　れ

受賞おめでとうございます

平成17年度の村表彰式が11月３日「文化の日」にくすのき
ホール会議室で開催されました。
表彰は、自治功労者３名、善行者１名で、それぞれに松本

村長から賞状と記念品が贈られました。（敬称略・順不同）
自治功労者 道端　淳二、廣崎　敏、東條　一幸
善　行　者 喜田　肇

大向保さん

●功労者表彰●

生命、財産を火災から守るために

新米の即売は大好評

秋の全国火災予防運動期間中の11月12日、千
早小学校で、富田林市消防署千早赤阪分署と村
消防団などが防火合同訓練を行いました。
訓練には、約50人の地域住民が参加し、救急

車が到着するまでの救急蘇生訓練や消火器によ
る消火訓練、煙の中を体験する煙道体験訓練な
どが行われ、参加者たちは真剣な表情で取り組
んでいました。
また、合同訓練では、富田林市消防署のはしご

車、タンク車や村消防団の消防車13台による中
継放水および無線訓練を行い、日ごろの訓練の
成果を披露しました。

●防火訓練●

11月３日付けで秋の叙勲・褒章が発令されました。
叙勲には、村政や地方自治の発展に寄与された功績に
より、元村長の大向保さんが「旭日双光章」を受章さ
れ、11月７日、大阪府知事より伝達されました。
また褒章には、地域福祉の向上に寄与された功績に

より、民生・児童委員の木ノ本雅伸さんが「藍綬褒章」を
受章され、11月16日、厚生労働大臣より伝達されました。

●秋の叙勲・褒章●

11月４日、文化の日の大阪
府教育委員会教育功労表彰が
行われ、村社会教育委員会議
議長の井上昭司さんと村文化
財保護審議会委員の伏井猛朗
さんが表彰されました。

●大阪府教育功労者●

11月20日、大阪南農協赤阪支店で、第２回農業フェア
ーが開催されました。

当日は、晴天の中多くの人で
にぎわい、各種団体からの新鮮
な野菜の即売やバザー、木工教
室での体験コーナーなど家族連
れで楽しんでいました。特に、
新米の即売コーナーでは、
300kgの新米が、わずか10分足
らずで完売し大盛況でした。

●第２回農業フェアー●

木ノ本雅伸さん

t
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練



下水道の使用区域になってから３年以
内に改造工事をする場合です。
○受益者負担金・分担金を分納されて

いる方へ

対象の方へはすでに納付書を送付し
ておりますが、分割で支払われていて
まだ完納されていない方は、12月分を
１日～22日までの間に納めてくださ
い。
〈問い合わせ〉上下水道課

催　　し

南河内３町村合同による男女共同参
画社会の実現を目指すため、次のとお
り講演会を開催します。
日時　１月20日（金）

午後２時～
場所　くすのきホール２階会議室
講師　毎日新聞社学芸部編集委員

畑　律江さん
テーマ　「メディアの

中で考える～
描く女性、描
かれる女性～」

費用　無料
定員　100名
〈申し込み・問い合わせ〉住民課

相　　談

人権問題で悩んでいませんか。人権
擁護委員と村人権相談員があなたの相
談に応じます。当日都合の悪い人は、
近くの人権相談員に直接ご相談くださ
い。相談についての秘密は、厳守しま
す。
日時　12月９日（金）

午後１時30分～３時30分
場所　役場第２会議室
人権擁護委員

¡田中鈴代（小吹68－889）1&27387

¡西浦玲子（吉年260）1&20382

〈問い合わせ〉住民課

10

費用 無料
※トレーニングマシンはこの講習を受
けた人でないと利用できません。
※トレーニング講習会は２カ月に１回
（奇数月）第３日曜日に実施
〈申し込み・問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

保存会では、年間を通して史跡整備、
清掃奉仕活動のほか、講演会や史跡め
ぐりバスツアーなどの行事を実施して
います。皆さんのご賛同、ご協力をお
願いします。
会費　3,000円
受付　随時
〈申し込み・問い合わせ〉

6千早赤阪楠公史跡保存会
1&21588

下　水　道

○３年以内に排水設備工事を

下水道の使用ができる区域内で汲取
り式便所を使用されている方は、法律
で３年以内にトイレを水洗化し、風呂
や台所などから出る雑排水とともに下
水道に流さなければなりません。また、
浄化槽を使用されている方は速やかに
排水設備工事の実施をお願いします。
改造工事を実施される場合は、村排

水設備工事指定業者へ申込ください。
○水洗便所改造の無利子貸付制度の活

用を

下水道の使用ができる区域では、水
洗化の改造工事が行われ、下水道の使
用が始まっています。
くみ取り便所を改造した人からは、

悪臭などが無くなり、大変快適になっ
たと喜ばれています。
このような改造工事のときの、皆さ

んの負担の軽減と水洗化の促進を図る
ため、無利子貸付制度を設けています
のでご相談ください。
無利子貸付制度を利用される人は、

連帯保証人（大阪府内に居住）が必要
です。
また、貸し付けの対象となるのは、

受付　12月22日（木）まで
〈申請・問い合わせ〉

¡産業振興課
¡南河内農と緑の総合事務所農の普及課
1@51131（代表）

人　　事

10月28日に開催された臨時村議会で
東條けい子氏（森屋294番地の１）の
教育委員選任が同意されました。
東條氏の選任は、建石悠紀子委員

（在任期間昭和63年９月～平成17年11

月）の任期満了に伴うもので、任期は
平成21年11月13日までです。

教育委員会

新しく成人となられる人の門出を祝
福する成人式を次のとおり開催しま
す。案内状が届いていない場合は問い
合わせてください。
日時　平成18年１月９日（祝）
受付 午前10時00分～
開式　午前10時30分～
場所　くすのきホール
対象者　昭和60年４月２日から昭和61

年４月１日に生まれた人
〈問い合わせ〉社会教育課 1&21300

募　　集

日時　１月15日（日）
午前10時～２時間程度

場所　海洋センタートレーニングルー
ム

内容　トレーニングマシンの使用方法
トレーニングの基礎理論

資格　16歳以上の人
定員　15人（先着順）
受付　１月13日（金）の午後５時まで
服装　運動のできる服装・室内用シュ

ーズ・タオル

トレーニング講習会
受講者

男女共同参画社会講演会

特設人権相談開設

教育委員に東條けい子
氏を選任

成人式を迎える皆さんへ

楠公史跡保存会会員

水洗化をしよう！

第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
水
）で
す
。
未
納
の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
下
さ
い
。
〈
問
い
合
わ
せ
〉
税
務
課

村
府
民
税



お知らせ

11

福　　祉

平成18年４月１日からの保育所入所
を希望する人の申し込みを次のとおり
受け付けします（現在、げんき保育園
に入所している人は必要ありません）。
申込用紙は健康福祉課または小吹台
連絡所、げんき保育園で配布していま
す。
４月以前に入所を希望する場合は随
時受け付けています。
受付期間　12月１日（木）～20日（火）
受付場所　健康福祉課
対象　平成18年４月１日現在で生後
２カ月以上満６歳未満の児童
入所条件

保護者のいずれもが次のような状態
にある場合で、同居の親族やその他の
人が保育できる場合は除きます。
①家庭外で仕事している。
②家庭内で児童と離れて日常の家事以
外の仕事をしている。
③妊娠中であるか、または出産後、間
がない。
④病気やケガ、または心身に障害があ
る。
⑤家庭に長期にわたる病人や心身に障
害のある人がいるため、常時介護し
ている。
⑥震災、風水害、火災などの災害によ
る復旧にあたっている。
ただし、これらの条件に該当する人
でも、家庭内で保育ができない程度が
高い人から承諾しますので、定員に余
裕がない場合は入所できないことがあ
ります。
結果通知　保護者に平成18年３月下旬
までに通知します。

保育料

申し込み児童の属する世帯の所得税
額・村民税額などに基づき、村保育料
徴収基準額表により算定します。

〈問い合わせ〉健康福祉課

「障害者週間」は、障害者の自立と
社会参加を促進し、障害者をとりまく
諸問題についての国民の理解と認識を
一層高めるための運動の一環です。
村では、12月７日（水）に街頭キャンペ
ーンを実施し、住民の障害者に対する
正しい理解を深めるとともに、障害者
の自立と社会参加の促進を図ります。
〈問い合わせ〉健康福祉課

農　　業

村の農業委員会名簿調製のため、12

月31日（土）までに各地区の実行組合長
を通じて農業委員会選挙人名簿搭載申
請書を配付します。

げんき保育園
定　　員　　60人
住　　所 小吹68－912

1&27868

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

赤阪土地改良区 水分180 &20081

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付（月）～（金）（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療（火）・（金） 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

次の項目に該当する人は、平成18年
１月10日（火）までに、実行組合長まで
申請してください。
なお、実行組合に加入していない人
は、農業委員会事務局へ申請してくだ
さい。
①村内に住所を有して、平成18年１月
１日現在で10アール（約一反）以上
の農地を耕作している人と、その同
居の親族および配偶者。
②10アール以上の農地の耕作を営む農
業生産法人の組合員または社員
③①か②に該当し、年間約60日以上耕
作に従事している昭和61年4月1日以
前に生まれた人

〈問い合わせ〉

¡産業振興課
¡選挙管理委員会

大阪府では、「減農薬・減化学肥料
栽培」に取り組む農業者を支援するた
め、府が定める基準に基づいて栽培さ
れた農産物を「大阪エコ農産物」とし
て認証する制度を実施しています。取
り組むに当たり、生産計画書を提出す
る必要がありますので問合せくださ
い。
認証された農産物には、府の認証マ
ークを貼付けし出荷・販売することが
できます。
対象農作物

府内で生産された、野菜・果実・花
き（府で指定した品目）と米、大豆。
認定基準

①府が定めた農薬・化学肥料の使用回
数（量）を超えないこと。
②遺伝子組み換え作物でないこと。

平
成
17
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
９
期
（
12
月
分
）
の
納
期
限
は
、
平
成
18
年
１
月
５
日（
木
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
12
月
22
日（
木
）で
す
。
〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
料
の
納
付

保育所入所受付

12月３日～９日は
障害者週間

選挙人名簿の申請

「大阪エコ農産物」
申請受け付け



ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

12月１日（木）
15日（木）

12月１日（木）

12月15日（木）

燃 え る ご み

粗　大　ご　み

ペ ッ ト ボ ト ル

プラスチック製
容　　　　 器

空き缶・空きびん

各地区ミゼット車

心配ごと

児　　童

行　　政

千早、東阪
小吹、中津原

森屋、川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

12月２日（金）
６日（火）・９日（金）
13日（火）・16日（金）
20日（火）・23日（金）
27日（火）・30日（金）
１月６日（金）
10日（火）

12月15日（木）

12月28日（水）

12月14日（水）予定

12月27日（火）予定

12月28日（水）予定

12月８日（木）
22日（木）

12月７日（水）
１月４日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,802人（＋９）

男　　3,249人（＋７）

女　　3,553人（＋２）

世帯数　2,315戸（＋７）

10月末日現在、（ ）は対前月比
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金剛山山頂近くにある「ちはや星と自然のミュージアム」が、音楽
ホールに大変身!!山の上でギター・ウクレレセッション、オカリナや
トランペットなどによる生演奏を楽しみませんか？金剛山の上なら、
“ホワイト・クリスマス”になるかも・・・

日　時 12月24日（土） 午後１時～３時
場　所 ちはや星と自然のミュージアム

（ロープウェイ山頂駅より徒歩10分）
参加費 無料

〈問い合わせ〉ちはや星と自然のミュージアム　1&40056

クリスマス・コンサートin金剛山
～自然の中で響きわたるクリスマス・ソング～

トピッ クス

■ 転法輪寺・葛木神社

転法輪寺・葛木神社は、それぞれ金剛山頂の山深い山中に建立
されています。転法輪寺は、法起菩薩と役行者こと役小角（えん
のおづぬ）を祀っており、役行者の修験道の道場として栄えまし
た。一方、葛木神社は、一言主大神、後醍醐天皇、楠木正成を祀
っており、神殿は、関西では珍しい「大社造り」。
現在では、７月に金剛山頂で役行者をたたえ夏山の安全を祈願

する「蓮華祭」が行われます。

※「役行者（役小角）」（７世紀後半～８世紀）は、金剛山の東麓、御所市で
生まれました。全国の霊山を開き、修行した小角は役行者ともいわれ、山伏
から修験道の始祖と崇められおり、金剛山転法輪寺を創建しました。

▲転法輪寺

▲葛木神社

千早城跡�
　d�
転法輪寺・葛木神社�
　d�
ちはや星と自然の�
ミュージアム�
　d�
樹氷まつり�
　d�
村営宿泊施設�
「香楠荘」�
　d�
カタクリの花�
　d�
金剛山ロープウェイ�

金剛山ぐるり・自然満喫コース
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